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　平成22年度一般科目教員の専門分野と担当授業科目
  職名 氏名 学位 専門分野(職歴など)   担当授業科目
教授 向井　　守 M.A TESOL 日本文化、総合英語、世界事情

教授 青木　敏彦 修士 数学 線形代数、微分積分、応用数学、数学特論

教授 大原しのぶ M.A TESOL 総合英語、国際英語コミュニケーション、英語資格技術

教授 ゲイロードドリーン M.A TESOL 英語スキルズ、英語発表技法、英語総合技術、上級英語

教授 寿時　　廣 準学士 英語 総合英語、外国事情、英語発表技法、世界事情

教授 作宮　和泉 修士 応用物理学(大学講師) 応用物理

教授 瀧本　明弘 学士 体育方法学(大学助教授) 保健体育

准教授 氏家　亮子 修士 数学教育 基礎数学、線形代数

准教授 大崎　富雄 修士 国文学 国語、倫理

准教授 陳　　ウィ 学士 美術 文化・芸術・思想、中国語、デザイン概論

准教授 原　　孝美 学士 化学(大学助手) 物理、化学、応用物理

准教授 松下　臣仁 M.A TESOL 総合英語、英語表現技法、英語総合技術、英語コンピュータリテラシー、時事英語

准教授 松本　昇久 修士 計算幾何学(高校教員) 基礎数学、応用数学

准教授 宮野　純光 修士 日本中世史 歴史、政治経済、世界史

講師 木原　　均 修士 情報科学(大学院大学研究員) 微分積分、応用数学

講師 グリーンジェームス B.A TESOL 英語スキルズ、英語総合技術、上級英語

講師 スチーブンソンイアン M.A ,M.A ,MBA TESOL、政治学、経営管理 英語スキルズ、上級英語

講師 クァンセホアン M.A TESOL 英語スキルズ、英語討論技法

講師 ダミーコルーカス M.A TESOL 英語スキルズ、英語作文技法

講師 ヒンチードゥーガン M.A TESOL 英語スキルズ、上級英語

講師 フォーブスセラ M.A TESOL 英語スキルズ、上級英語、英語発表技法

講師 山崎　　梓 修士 日本近世文学(高校講師) 国語

助教 谷口　　航 学士 土木工学(工業高校講師) 物理、化学

助教 山口　真史 学士 体育方法学(高校講師) 保健体育

第３章 教育及び研究 
３．１教員及び教育支援者 

〔現況〕 

本校の一般教育課程の運営実施に必要な教員は確保され、高専設置基準を満たしていると認識して 

います。（資料３－１－①－１「教員配置状況」）特に、本校では、教育の特色化を図るためネイティ

ブの英語教員を多く配置しています。（資料３－１－①－２「教員（一般科目・学科別）配置状況」） 

（資料３－１－①－１） 
「教員配置状況」(平成21年５月１日現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（資料３－１－①－２） 
「教員（一般科目・学科別）配置状況」 

 
  

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

－ 7 0 － 4 3 － 5 2 － 0 0 － 16 5 21 5 － 0

－ 16 0 － 6 1 － 3 0 － 0 0 － 25 1 26 1 － 12

－ 5 0 － 2 0 － 2 0 － 0 0 － 9 0 9 0 － 5

－ 6 0 － 1 0 － 0 0 － 0 0 － 7 0 7 0 － 5

－ 5 0 － 3 1 － 1 0 － 0 0 － 9 1 10 1 － 2

－ 23 0 － 10 4 － 8 2 － 0 0 － 41 6 47 6 － 12

準学士課程担当教員
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　平成22年度専門教員の専門分野と担当授業科目(電気電子工学科)

  職名 氏名   学位     専門分野(職歴など)   担当授業科目

教授 直江　伸至 工学博士 電気機器
送配電工学、電気回路、科学技術史、創造実験、
卒業研究

教授 香林　利男 工学博士 電気機器
電気回路、パワーエレクトロニクス、創造実験、
電気法規と施設管理

教授 土地　邦生 学術博士 光物性と材料物性(企業社員)
電子工学、材料工学、創造実験、コンピュータ、
卒業研究

教授 松本　　裕 修士 誘導システム(大学教授)
デジタル回路、制御工学、データ通信ネットワーク、
創造実験、卒業研究

教授 南出　章幸 博士(工学) 計測工学
コンピュータ、情報工学、創造実験、電子回路、
電気磁気学、卒業研究

准教授 藤島　悟志 博士(工学) 分子情報工学(大学院大学助教)
情報工学、数値計算、ソフトウェア工学、アルゴリズム、
コンピュータ演習、卒業研究

講師 諸谷　徹郎 修士 電波伝搬、制御(企業社員)
電気磁気学、メカトロニクス、システム工学、工学演習、
創造実験、卒業研究

講師 柳橋　秀幸 博士(工学) 生体情報工学(防衛庁研究員)
電気基礎、計測工学、発変電工学、工学演習、創造実験、
卒業研究

助教 オガワハヤト B.S 電気工学(米国企業社員) コンピュータ、創造実験、電気回路、卒業研究

助教 オグントインボボラジB.S 電気工学(米国企業社員) コンピュータ、創造実験、電気磁気学、卒業研究

　平成22年度専門教員の専門分野と担当授業科目(機械工学科)

  職名 氏名   学位   専門分野(職歴など)   担当授業科目

教授 杉森　　勝 工学博士 材料システム
機械加工、先端材料工学、材料力学、機械工学実験、
卒業研究

教授 秋山　　晃 博士(工学)
応用力学、
応用光学(防衛庁技術研究員)

振動工学、機械材料、科学技術史、機械工学実験、
創造設計,創造実験、卒業研究

教授 伊藤　恒平 修士
制御工学、
システム工学(防衛庁技術研究員)

情報処理、工業力学、マイコン制御、機械工学演習、
創造実験、卒業研究

教授 天日三知夫 修士 トライボロジ(大学助手)
熱力学、エネルギー工学、機械製図、機械工学実験、
創造設計、卒業研究

教授 古屋　栄彦 博士(工学) 制御工学(大学非常勤講師)
制御工学、コンピュータ工学、コンピュータ演習、
機械設計演習、情報処理、

教授 松井　　洋 修士 材料力学(大学助手)
生産システム工学、機械設計、マイコン制御、
創造実験、卒業研究

准教授 金井　　亮 博士(工学)
計算力学、
材料力学(大学非常勤講師)

ロボット工学、計測工学、機械工学実験、機械設計演習、
機械工学演習、創造設計、卒業研究

講師 小間　徹也 学士 メカトロニクス(企業社員)
機械加工、マイコン制御、メカトロニクス、
ＣＡＤ／ＣＡＭ、設計製図、卒業研究

講師 ライニアソン アナスタシア M.S 機械工学 機械材料、創造設計、創造実験、卒業研究

講師 ラバティジェームス B.S 設計工学(オタゴポリテク上級講師)
コンピュータ工学、マイコン制御、創造設計、創造実験、
卒業研究

　平成22年度専門教員の専門分野と担当授業科目(グローバル情報工学科)

  職名 氏名   学位   専門分野(職歴など)   担当授業科目

教授 谷合　泰次 修士 電子材料(防衛庁及び企業社員) 情報処理、計算機システム、ソフトウェア工学、卒業研究

教授 今澤　明男 修士 経営工学・管理工学(大学講師) 科学技術史、情報処理、情報工学演習

教授 田村　景明 博士(工学) 計算機工学 科学技術史、コンピュータ演習、計算機システム、創造実験、

准教授 ゲイロードブルース B.S 経営(米国企業社員) ビジネス英語、コンピュータリテラシー、上級英語、創造実験

准教授 小坂　崇之 博士(工学) 情報工学(大学助手)
コンピュータグラフィックス、情報処理、コンピュータ演習、
卒業研究

准教授 坂倉　忠和 修士 情報工学(大学助手) 情報処理、計算機システム、マルチメディア、情報理論、創造実験

准教授 修士 画像処理、パターン認識 卒業研究

(職業能力短期大学校講師)

准教授 博士(工学) アルゴリズム論、計算機理論
電気電子工学、コンピュータグラフィックス、コンピュータ演習、
創造実験、卒業研究

(大学院大学所助教)

講師 博士(工学) 経営工学(大学研究所研究員) アルゴリズム、情報工学演習、計算機システム、情報処理、

科学技術史、創造実験卒業研究

助教 B.S ソフトウェア工学 上級英語、情報処理、情報工学演習、創造実験、卒業研究

(米国企業スペシャリスト)

元木　光雄

中野　　真

ソンガーロバート

中沢　政幸
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氏　名 担当科目 クラス 週時間数 所属等
田中　まり ドイツ語（選択） ４年 2 金沢大、富山大（非）
崎田　和夫 線形代数Ⅰ ２年（２クラス） 6 本校退職者
若崎　建一 基礎数学Ⅰ １年 2

基礎数学Ⅱ １年 4
橋村　幹世 地理（選択） ４年（２クラス） 4 本校退職者
宮西　章 創造実験Ⅰ １年 2

応用物理Ⅱ ４，５年 4
専門
科目

佐藤　富士雄 オペレーティングシステム ４年 2 金沢工大（非）

氏　名 担当科目 クラス 週時間数 所属等
飯野　弘　 哲学 5年 1（2単位） 金沢工業大学
金光　秀和 哲学 5年 1（2単位） 金沢工業大学
長谷川　明弘 心理学 5年 1（2単位） 金沢工業大学
玉作　昌之 デザイン概論 5年 2 デザイン事務所
室木　直彦 地理 4年（2クラス） 4 高校教諭
田中　まり ドイツ語 4年 2 金沢大、富山大（非）
佐藤　守 微分積分Ⅱ 3年 4 本校退職者

線形代数Ⅱ 2年 2
若崎　建一 線形代数Ⅰ 2年（2クラス） 6 高校教諭
佐藤　富士雄 オペレーティングシステム 4年 2 金沢工大（非）
杉原　太郎 マルチメディア 5年 2 北陸先端大学院（学生）
濱辺　謙二 流体力学 4年 2 金沢工大

専門
科目

一
般
科
目

平成1９年度

平成18年度

一
般
科
目

本校退職者

高校教諭

・本校の一般教育課程の運営に必要な教員は適切に配置されていると考えています。 

・英語教育は本校の特色として充実した体制が整備されていると考えています。 

・穴水湾自然学苑教育は学園の支援を受けて適切に実施されていると考えています。 

・数理教育および人文教育は一部非常勤教員（資料３－１－①－３）の応援を求めていますが、い

ずれの方も高等教育機関における教育担任あるいは高等学校を定年退職されたベテラン教員であ

り、適切に実施されていると考えています。 

 

（資料３－１－①－３） 

「非常勤講師の担当科目及び週時間数」 
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氏　名 担当科目 クラス 週時間数 所属等
金光　秀和 哲学 5年 1（2単位） 金沢工業大学
福田　沙織 心理学 5年 1（2単位） 金沢工業大学
玉作　昌之 デザイン概論 5年 2 デザイン事務所
野木　邦夫 地理 4年 4 金沢工業大学
半田　敬 文学 5年 2 本校退職者
田中　まり ドイツ語 4年 2 金沢大、富山大（非）
若崎　建一 線形代数Ⅰ 2年 3 高校教諭

線形代数Ⅱ 2年 3 　
佐藤　守 線形代数Ⅱ 3年（3クラス） 6 本校退職者
下谷　俊昭 電気基礎 1年 2 本校退職者

電気磁気学Ⅰ 2年 3
情報伝送学 5年 2

千田　美恵 コンピュータ演習Ⅰ 1年 2 情報処理技術者
情報処理 1年 2

佐藤　隆一 流体力学 4年 2 金沢工業大学
榎本　啓士 ピークル工学（前期） 5年（前期） 2 金沢大学
稗田　登 ピークル工学（後期） 5年（後期） 2 金沢大学
村本　紘　 情報処理Ⅰa 1年 2 本校退職者

情報処理Ⅱa 2年 2
創造実験Ⅲ 3年 2

氏　名 担当科目 クラス 週時間数 所属等
伊藤　啓一 哲学 5年 1（2単位） 金沢工業大学
渡辺　加奈 心理学 5年 1（2単位） 金沢工業大学（非）
玉作　昌之 デザイン概論 5年 2 デザイン事務所
野木　邦夫 地理 4年 4 金沢工業大学
半田　敬 文学 5年 2 本校退職者
田中　まり ドイツ語 4年 2 金沢大、富山大（非）
若崎　建一 線形代数Ⅰ 2年 3 高校教諭

線形代数Ⅱ 2年 3
川﨑　清明 微分積分Ⅰ 2年 3 高校教諭

微分積分Ⅱ 2年 3
佐藤　富士雄 オペレーティングシステム 4年 2 金沢工大（非）
表　義憲 計測工学 4年 2 本校退職者

電気磁気学Ⅱ 2年 3
（OP)電気磁気学Ⅱ 4年 1（2単位）

下谷　俊昭 電気磁気学Ⅰ 2年 3 本校退職者
情報伝送工学 5年 2

石黒　泰治 電気基礎 2年 2 本校退職者
電気機器 5年 2

千田　美恵 コンピュータ演習Ⅰ 1年 2 情報処理技術者
情報処理Ⅰ 1年 2
情報処理Ⅱa 2年 2

佐藤　隆一 流体力学 4年 2 金沢工業大学
榎本　啓士 ピークル工学（前期） 5年（前期） 2 金沢大学
稗田　登 ピークル工学（後期） 5年（後期） 2 金沢大学
西田　敬二 創造実験Ⅱ 2年 2 本校退職者

材料加工 2年 2
機械材料 2年 2

村本　紘　 情報処理Ⅰa 1年 2 本校退職者
情報処理Ⅱa 2年 2
創造実験Ⅲ 3年 2

平成２1年度

一
般
科
目

専
門
科
目

平成２０年度

一
般
科
目

専
門
科
目
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氏　名 担当科目 クラス 週時間数 所属等
渡辺　加奈 心理学B 5年 1（2単位） 金沢工業大学（非）

心理学A 5年 1（2単位） 　
玉作　昌之 デザイン概論 5年 2 デザイン事務所
野木　邦夫 地理 4年 4 金沢工業大学
村戸　弥生 文学 5年 2 石川高専（非）
田中　まり ドイツ語 4年 2 金沢大、富山大（非）
若崎　建一 線形代数Ⅰ 2年 3 高校教諭
川﨑　清明 微分積分Ⅰ 2年 3 高校教諭
佐藤　富士雄 オペレーティングシステム 4年 2 金沢工大（非）
表　義憲 電気磁気学Ⅰ 2年 3 本校退職者
下谷　俊昭 情報伝送工学 5年 2 本校退職者
石黒　泰治 電気機器 5年 2 本校退職者
佐藤　隆一 流体力学 4年 2 金沢工業大学
榎本　啓士 ピークル工学（前期） 5年（前期） 2 金沢大学
稗田　登 ピークル工学（後期） 5年（後期） 2 金沢大学
西田　敬二 創造設計Ⅰ 1年 2 本校退職者

創造設計Ⅱ 2年 3
林　道大 エレクトロニクスⅠ 2年 2 機械メーカ勤務

エレクトロニクスⅡ 3年 2
メカトロニクスⅠ 4年 2
メカトロニクスⅡ 5年 2

千田　美恵 コンピュータⅠ 1年 2 情報処理技術者
情報処理Ⅰ 1年 2
情報処理Ⅱa 2年 1

村本　紘　 創造実験Ⅲ 3年 2 本校退職者
藤澤  　武 オペレーティングシステム 4年 2 情報企業勤務

データベース 5年 2
加藤　恭子 数値計算 4年 2 金沢工業大学

計算機システムⅢ 5年 2

平成２2年度

一
般
科
目

専
門
科
目
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・本校のグローバル化対応による特色化を推進するために、平成２０年度より、各専門工学科に

２名の英語圏出身のネイティブ教員を配置し、ＣＬＥ２プログラムの推進と連携して工学と英

語の連携を推進することとしています。 

・高専設置基準から判断しても、教員数は充足しており、教育運営上は問題がないと考えていま

す。しかしながら、本校は現場技術者養成を目的としており、教員の専門性という観点の他に、

企業出身者による、より実務的な課題や研究に対するアプローチが教育現場において必要であ

ると感じています。特に情報技術関連及びロボティクス関連の技術現場における変革は著しく、

より実務的な教員の補充が必要であると考えています。 
・将来のものづくり教育技法の発展に鑑み、デザインシンキング、ＣＤＩＯ及びエンジニアリングデ

ザイン関連の実務的な教員の補充が必要であると考えています。 
・教務運営の円滑化を図るために、金沢工業大学大学院生を本校のＴＡ（ティーチングアシスタント）

として採用しています。また、学園の技術職員（技師）、が実験や実習に協力することで、授業運営

を措置しています。 
・実験実習科目の一部において金沢工業大学の学生をＳＡ(スチューデント・アシスタント)として採
用し、補助的業務を措置しています。 

 

〔評価〕 

・著しい科学技術の進展の中で教員は各分野の専門家として常に新しい知識の獲得に努力する必要が

あります。しかしながら、学際的領域ともいえるネットワーク及びロボティクスの専門分野は特に

進歩が著しく、より実務的な人材の確保を進めつつ、現有の教員の努力によって必要な運営がなさ

れています。 

・今後中長期的な課題として、デザインシンキング、ＣＤＩＯ及びエンジニアリングデザイン関連の

実務的な教員の確保のために、企業出身の現場技術者等の採用や地域連携による産業界における人

材の活用を視野に入れた教育の活性化を推進していくこととしています。 

・学園の技術職員や金沢工業大学のＴＡ、ＳＡによって、教育運営上必要な補助者は適切に確保でき

ていると考えています。 

・ＴＡやＳＡの採用は、本校の卒業生を優先しています。本校での教育を経験していることが業務運営の

円滑化に役立っていると考えています。 
 
〔改善点〕 
産業界の人材を活用することは開始したばかりであり、今後も多用する必要があると考えています。 
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３・２ 教員養成 

〔現況〕 

・ 平成１７年度の第３者評価で指摘された教員の年齢構成については、バランスの良い配置を目指

して、努力を続けています。ここ数年、若手教員の採用を進め、平成18年から平成22年の間に35

歳以下の若手教員を主体として新規に採用してきました。（資料３－２－①－１「教員の採用状況

（過去５か年）」 

・平成１８年度以降、全教員が「教師学」講座を受講し、教育における学生との関係及び視点の置き

方について研修しています。以後、新採用教員に対しても新任教育のほか教師学受講を義務付けて

参りました。同様に、教員研修の場としてきた「教育成果発表会」に加えて、毎年２回の「金沢高

専ＦＤ研修会」を開始しています。これにより教員間において教育経験伝承、教育技法の伝承・伝

達及び教育に関する情報交換が以前より円滑に行われるようになりました。 

・本校では、学位取得を目指す教員に対して、クラス担任や部活動顧問の担当を外したり、授業担当

時間数を考慮するなど、教員の負担をできる限り軽減するための支援をしています。また、学位取

得に伴う留学制度を設けております。 

・教員の研究活動に関しては、科学研究費補助金への申請（資料３－２－①－２）を奨励すると共に

創造技術教育研究所を設置（資料３－２－①－３）し、所員を兼務する教員には、教育研究補助金

を学園研究支援機構から支弁する及び企業等研究補助金への申請・推薦を行う等、「教育を研究する」

を合言葉に研究活動を推進しています。教員の行う教育研究は、専門工学の成果の他、ものづくり

教育技法創造研究の結果は、ＳＰＰ（サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト）推進事業に

も採択されています（資料３－２－①－４）。 

・本校の教育及び学務に関する活動に貢献のあった教職員に対する表彰制度として、「理事長賞」が

あり、本校の教職員が過去５か年の間に２４名受賞しています。 
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瀧本　明弘 学歴 日本体育大学体育学部体育学科卒

　（教授） 職歴 金沢工業大学助教授、平成18年本校教授就任

伊藤　恒平 学歴 防衛大学校航空宇宙工学教室卒、防衛大学校工学研究科（航空宇宙）修了

　　（助教授） 職歴 陸上自衛隊野整備中隊、川﨑重工業会社研修員、防衛庁技術研究本部第3研

究所光波誘導研究室、平成18年本校助教授就任

ドゥーガン・ヒンチー 学歴 アーハム大学教養学部日本語卒、セントマイケルズ大学大学院修士課程（第二

　（講師） 言語としての英語教授法）修了

職歴 ECC英語会話語学校講師、平成18年本校講師就任

川﨑　清明 学歴 金沢大学理学部数学科卒

（特任講師） 職歴 石川県立鹿西高等学校校長、平成19年本校特任講師就任

土谷　梓 学歴 金沢大学大学院文学研究科文学専攻（修士課程）修了、

（講師） 職歴 金沢市立工業高等学校本科二部、石川県立羽昨高等学校、石川医療技術専門

学校非常勤講師、平成19年本校講師就任

松本　昇久 学歴 金沢大学理学部数学科卒、北陸先端科学技術大学大学院博士前期課程（情報

（講師） 科学）修了、同博士後期課程中退

職歴 平成16年、17年石川県立内灘高等学校非常勤講師、平成17年石川県立中央高

等学校非常勤講師を兼務。平成18年北陸学院高等学校教諭、

平成19年本校講師就任

ジュームス・グリーン 学歴 ニューヨーク大学芸術科卒(映画およびTVプロダクション専攻)

（講師）  中国珠海TEELインターナショナルTESOLサティフィケート修了

職歴 中国山西省高校英語教育、EZコミュニケーションズ英語教育,金沢市内小中学校

ALＴ教員,平成19年8月本校講師就任

クアン・セホアン 学歴 サン・ギュン・グァン大学経営学科卒、米国スクールフォアインターナショナルトレー

（講師） ニング修士課程(教育学）修了

職歴 韓国り一ディングタウン英語教員、ベンジヤミンフランクリン技能学校教員、

平成19年８月本校講師就任

松本　裕 学歴 防衛大学校電気工学科卒、オハイオ大学大学院修士課程(電気工学)修了

（教授） 防衛大学校教授

職歴 航空自衛隊幹部学校戦略主任教官、平成１９年本校教授就任

諸谷　徹郎 学歴 金沢工業大学電子工学科卒、金沢工業大学大学院修士課程（電気電子工学）修了

（講師） 職歴 リンテック㈱会社員、平成19年本校講師就任

金井　亮 学歴 金沢大学工学部人間・機械工学科卒、金沢大学大学院博士前期課程(機械科学)

（講師） 修了、金沢大学大学院博士後期課程(システム創成科学)単位取得

職歴 金沢大学非常勤講師、金沢大学工学部助手、平成19年本校講師就任

谷合　泰次 学歴 防衛大学校電気工学科卒、防衛大学校理工学研究科(電子工学)修了

（教授） 職歴 防衛庁航空交通管制官、技術研究本部、航空実験団、航空幕僚監部、補給本部、

その後伊藤忠テクノソリューションズ㈱勤務、平成１９年本校教授就任

小坂　崇之 学歴 金沢工業大学情報工学科卒、金沢工業大学大学院博士前期課程（情報工学）修了

（講師） 金沢工業大学大学院博士後期課程（情報工学）単位取得

職歴 金沢工業大学助手、平成19年本校講師就任

2006
（平成18年度）

2007
（平成19年度）

 

（資料３－２－①－１） 

「教員の採用状況（過去５ヵ年）」 
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ジェームス・ラバティー 学歴 オタゴ大学工学部設計科卒、オタゴ大学大学院設計科ディプロマ修了

　（講師） 職歴 ワァラダニーデン工学、マクリーインバーカギル、オタゴポリテクリック工学部

上級講師、平成20年本校講師就任

中野　真 学歴 國學院大學文学部文学卒、金沢大学大学院博士課程（情報科学）修了、

　　（講師） 職歴 金沢工業大学情報マネジメント研究所研究員、平成20年本校講師就任

ダミーコ・ルーカス 学歴 バーモント大学文学部フランス語学科卒、セントマイケルズ大学大学院修士課程(第

（講師）　 二言語としての英語教授法)修了

　 職歴 バーモント州難民定住プログラム英語教員、平成20年10月本校講師就任

オガワハヤト 学歴 ロチェスターエ科大学工学部電気工学技術卒

（助教）　 職歴 EMAオートメーティッドデザイン社勤務、平成20年10月助教就任

小間　徹也 学歴 金沢工業大学機械工学科卒

（講師）　 職歴 パナソニックエレクトロニックデバイス㈱勤務、平成20年本校講師就任

ライニアソン・アナスタシア 学歴 ロチェスター工科大学工学部卒、ロチェスター工科大学大学院修士課程修了

（講師）　 職歴 平成20年10月本校講師就任

元木　光雄 学歴 東京工業大学工学部電気・電子工学科卒、東京工業大学大学院情報理工学研究

（准教授） 科博士課程（数理・計算機科学）修了

職歴 東京女子医科大学博士研究員、北陸先端科学技術大学院助教、

平成20年本校准教授就任

スティーブソン・イアン 学歴 ニューハンプシヤー大学人文学部卒、デンバー大学大学院修士課程(国際政治学)

（講師）　 修了、セントマイケルズ大学大学院修士課程(第二言語としての英語教授法)修了

マギール大学ビジネススクール日本校(ＭＢＡ)修了

職歴 韓国サムスン外国語学校英語講師、玉川学園グローバル教育センター英語講師

平成21年本校講師就任

山口　真史 学歴 日本体育大学学部体育学科卒

（助教）　 職歴 熊本県立第二高等学校非常勤講師、平成21年本校助教就任

藤島　悟志 学歴 豊橋技術科学大学知識情報工学課程卒、豊橋技術科学大学大学院博士後期課程

（准教授） （機能材料工学）修了

職歴 関西学院大学博士研究員、豊橋技術科学大学助教、平成21年本校准教授就任

柳橋　秀幸 学歴 金沢工業大学電気工学科卒、金沢工業大学大学院博士前期課程（電気電子工学)

（講師）　 修了、金沢工業大学大学院博士後期課程（電気電子工学）修了

職歴 防衛庁技術研究本部、平成21年本校講師就任

オグントインボ・ボラジ 学歴 ロチェスターエ科大学工学部電気工学技術卒、

（助教）　 職歴 Qioptiq(キーオプティク)社勤務、平成21年本校助教就任

ソンガー・ロバート 学歴 ロチェスター工科大学工学部ソフトウェアエ学科卒、

（助教）　 職歴 ラングージ・インテリジェンス社技術スペシャリスト、平成21年本校助教就任

谷口　航 学歴 東海大学工学部土木工学科卒

（助教）　 職歴 石川県立羽昨工業高等学校、石川県立工業高等学校離任講師、平成22年本校助教就任

2008
（平成20年
度）

2009
（平成21年）

2010
（平成２２年）
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 （資料３－２－①－２） 

「科学研究費補助金申請件数・採択件数」 

平成17年度 平成18年度 平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度

申請件数 10 7 6 6 14 12

採択件数 2 3 1 2 2 1

採択金額（千円） 5200 6600 1900 2600 4600 1500

継続件数 2 3 5 4 3 4

継続金額（千円） 1900 3700 7000 3900 3200 3900  

 

  

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度平成21年度平成22年度
申請件数（Ａ） 10 7 6 6 14 12
採択件数（Ｂ） 2 3 1 2 2 1

採択率（％）Ｂ/Ａ*１００ 20% 43% 17% 33% 14% 8%
採択額（千円） 5,200 6,600 1,900 2,600 4,600 1,500  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料３－２－①－3） 
「平成２１年度創造技術教育研究所の構成」 

        
                   （出典：創造技術教育（2009年）Ｐ．118） 
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 資料3－2－①－４ 

平成年度 件数 内容 対象学校 実施回数
・「Ｈａｎｄ’ｓ　on　で数学を」 野々市町立野々市中学校3年生 2回
　「Ｈａｎｄ’ｓ　on　で数学を」 小松市立南部中学校3年生 2回
・「ロボットを触って遊んでみよう」 野々市町立野々市小学校5年生 1回

・「レッツチャレンジロボット設計Ⅰ」 金沢市立高尾台中学校情報科学部 4回
・「簡単機構学でロボコンにチャレンジ」 金沢市、白山市、野々市町中学校の公募 3回

金沢市立北鳴中学校3年生 3回
小松市立南部中学校3年生 3回
金沢市立高尾台中学校情報科学部
金沢市立額中学校技術部
金沢市立高尾台中学校情報科学部
金沢市立額中学校技術部

・「はぐるま3分タイマーをつくろう」 金沢市立浅野川中学校情報科学部 3回

・「Ｈａｎｄ’ｓ　on　で数学を」 小松市立南部中学校3年生 3回
・「君もガリレオ」 野々市町立布水中学校3年生 3回

平成年度 件数 内容 対象学校 実施回数
中能登町立御祖小学校
中能登町立滝尾小学校
中能登町立越路小学校

22 1 ・「Ｈａｎｄ’ｓ　on　で数学を」 小松市立南部中学校3年生 3回

平成年度 件数 内容 対象学校 実施回数

20 1
「模型部品を用いたロボコン機構学と、その
応用としてのロボコン実施についての一例」

金沢市、白山市、野々市町の中学校
技術家庭教諭

１回

（3）STT事業の採択件数（理数系教員指導力向上研修（希望者））

（2）ＳＰＰ事業で講師派遣を行った件数

3回・「ロボットと遊ぼう」120

3回
222

金沢市立大徳中学校、北鳴中学校科学部

321

・「模型スターリングエンジンの製作を
　通してエネルギーや環境問題を学ぶ」

白山市立北辰中学校１～３年生

3回・はぐるま3分タイマーをつくろう」

・「模型スターリングエンジンの製作を
　通してエネルギーや環境問題を学ぶ」

白山市立北辰中学校１，２年生 4回

・「Ｈａｎｄ’ｓ　on　で数学を」

4回

320

・「レッツチャレンジロボット設計Ⅱ」

・「ライン追従型ロボットの設計と製作」 2回
19 4

（１）ＳＰＰ事業採択件数（ＴＳＴの理数学習支援、講座型学習活動）

 

 

〔評価〕 

・年齢構成の一部不均衡については、小規模校においては一気にその是正は困難であります。熟達し

た教員の授業には大きな魅力を感ずるものです。一方、若手教員によるはつらつとした授業にも魅

力があります。また最新技術の導入に対する可能性も考慮しなければなりません。本校としては、

こうした点を考慮しながら個人の能力を尊重し、時間をかけて是正を図ってまいります。 

・一部若手教員の年齢不均衡には、新しいものづくり教育技法の導入と定着化や、本校が文部科学省

の推進事業として努力しているＣＬＥ２プログラムをはじめとした、新しいものづくり教育手法の

確立とその推進に必要なネイティブ教員の影響があります。このプログラム自体が本校の独自性に

もつながると認識していることから、当面の処置としてやむを得ないものと考えています。 

〔改善点〕 

・学位取得への取り組み支援については、教員の希望があっても校務の都合によって、なかなか希望

を満たすことが出来ません。時間はかかりますが、これまでの取り組みを地道に積み上げてまいり

ます。 

・研究においては、教員の努力の中で一応の成果が得られていると考えています。一方で、科学研究

費補助金の採択件数が低く努力が必要であると認識しています。 
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３．３教員評価 

〔現況〕 

・本校の教育については、ＫＴＣ教育評価委員会が平成15年度からＫＴＣ総合アンケート及びＫＴＣ

授業アンケートを実施しています。（資料３－３－①－１「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」）、（資

料３－３－①－２「ＫＴＣ授業アンケート調査結果」）平成２０年度からはアンケートの有意性を検

証するため、第３者による回答者へのヒアリングを実施しています。 

 今後とも計測的なヒアリングを実施し、アンケートには有意性を検証する積りです。 

・全教員が、校務全般の活動について、年度末に教育改善への取組と今年度の目標及びその成果」（資

料３－３－①－３）を提出し、校長が評価しています。 

・校長は、教員から提出された報告書やＫＴＣ授業アンケートの結果を踏まえて、文書回答あるいは

各教員と面談を行い、要改善点を指摘することで次年度の計画立案と実施を教員に求めています。 

・各教員は、教育の実践目標を念頭に置いた自己点検評価を行うために、年度末には翌年度に備え「教

育改善への取組と今年度の目標」を作成し、前年度の実績とその評価・反省の上に立って次年度の

目標を明確にし、授業改善に取り組んでいます。 

・各教員から提出された「教育改善への取組と今年度の目標」、「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」、「Ｋ

ＴＣ授業アンケート調査結果」は、教育活動へのフィードバックをするために各教員にその概要を

周知し、並び年度の第１回ＦＤ研修において明らかにし、教育改善検討の資としています。 

・校長は、随時教育視察等を実施することを通じ、教育技法や基盤等に関わる資料を収集して、改善

を要する事項を認めた場合には、学務会議に諮って必要な見直しを行っています。 

〔評価〕 

・校長への報告書の提出と面談及び教育視察を通じて、本校教員の評価が行われていると考えていま

す。また、ＫＴＣ教育評価委員会が実施するＫＴＣ授業アンケートは、各教員の教育方法の改善等

に活かされ、教育の向上に繋がるものと考えており、校長を中心とする適切な評価体制が整備され

ていると考えています。 

〔改善点〕 

教育評価用のアンケートの有意性について、更なる検討を続けたいと考えています。 
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（資料３－３－①－１） 

「ＫＴＣ総合アンケート調査結果」 
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（出展：「平成２１年度ＫＴＣ総合アンケート調査結果報告書」）   
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（資料３－３－①－２） 

「KTC授業アンケート調査結果」 
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（出展：「平成２１年度ＫＴＣ授業アンケート調査結果報告書」） 
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（資料３－３－①－３） 

 

 

（出典 「平成２２年度 教育の抱負及び実施に関する報告書」P.73 ） 
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（出典 「平成21年度 教育改善への取組と今年度の目標」P.82 ） 
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「教育改善への取組と今年度の目標」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「平成２２年度 教育改善への取組と今年度の目標」P.83 ） 
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３．４教員人事 

〔現況〕 

・教員の採用基準については、高等専門学校設置基準に基づく定めがありますが、さらに面接等を通

じて教育に熱意を持ち、本校の理念、信条、ビジョン、教育目標に理解と協力を約束する人材の確

保に努めています。平成１８年度からは金沢工業大学の若年新規採用教員の採用方法を準用し、経

験が浅い若年教員については当面３年間の任期制採用とし、この期間における勤務実績を審査し、

その結果を参考にして本採用とすることとしています。また、昇格基準についても、教育研究業績

を基礎とする定めが作られていますが、当人の勤務状況、教育に対する熱意、学生指導の能力を考

慮して一律の適用は行っていません。採用及び昇格については、いずれも校長が原案を作成し学園

人事委員会及び理事会の議を経て決定されます。 

・平成１９年度から、金沢工業大学との間で人事交流を開始しました。大学と高専では教員の採用基

準が異なることから、大学への異動に際しては教員の資格審査がかかわるため、難しい問題も生じ

ますが、勤務意欲の活性化のために必要な施策と考えています。 

〔評価〕 

・本校では教員の任用基準（資料３－４－①－１）及び教員の昇任基準（資料３－４－①－２）を定

めています。 
・その上で、校長が教員に求めている最も重要な評価基準は「教育に対する高い情熱の維持」にあり、

「教員の服務」（資料３－４－①－３）が定められています。 

・校長は、教員との面談、教育視察、「教育への取り組み」、「アンケート結果」および任期制教員勤務

評価報告等を通じて、教員の評価を適切に行っていると認識しています。 

・教員の人事は校長の専決事項としての合意が形成されており、校長が作成する教員人事の原案は、

学園人事委員会及び理事会において、これまで否決された例はありません。 

〔改善点〕 

  任期制教員の採否の決定と同様に、長期勤務教員の評価制度を検討する必要を感じています。 
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（資料３－４－①－１） 

「金沢工業高等専門学校教員任用基準」 
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（出展：「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.82）
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（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.82） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料３－２－②－４） 

（資料３－４－①－２） 

「金沢工業高等専門学校教員昇任基準」 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.83）



 

 - 48 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.83） 

 

 

 

 

３．５事務職員、技術職員等 

〔現況〕 

・本校の教育課程を展開するに必要な事務的、技術的支援の体制は、学園が設置運営する教育支援機

構及び研究支援機構ならびに本校事務局によって構築されており、各機構に所属する職員は本校及

び金沢工業大学の教育研究活動の支援を本務としています。 

・また本校の教育活動を支援するための事務職員として本校の専任事務職員３名の他、平成２２年度

より教務担当職員１名、管理システム担当教員１名、学園の教育支援機構に所属する事務職員27名

が支援体制を構築しています。 

・技術職員等については、基準３－１－②で述べた通り金沢工業大学の大学院生をＴＡ(資料３－１－

②－１)、学部生をＳＡ(資料３－１－②－３）として採用する他、学園の教育支援機構に所属する

技師31名(資料３－１－②－２)が教育活動を支援しています。 

〔評価〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの最新化 
改正版を 

（資料３－４－①－３） 

「金沢工業高等専門学校教員の服務について」 

 

 

金沢工業高等専門学校教員の服務について  

                       

１ 教員の使命について 

① 教員は本学園創設の理念に立脚した建学の綱領に基づいて、重要な社会的使命を持っているこ

とを認識し、教育と研究の遂行に不動の努力を重ね、その職務に専念することが使命です。 

② 教員は、学園の名誉と発展を常に念頭に置くとともに、本校教員であることに高い誇りを持た

なければなりません。その行為が世間から注目されていることを自覚することが必要です。 

③ 教員が矜持をもって、その服務に厳正な行動と節度を保つことは、本校が社会から厚い信頼を

寄せられていることからも、学生の尊敬を受け教育を完遂するためにも重要なことです。人間

形成の場としての学園において、その範となるよう心がけねばなりません。 

 

２ 使命の達成について 

① 本校は、わが国の代表的な工業高等専門学校たるべく、その充実発展に学園全体が一丸となっ

て努力してきました。今後、さらにその目標に向け教職員全員が渾身の力を持って邁進してい

かなければなりません。 

② この目標に向かう第一歩として、校内における教育研究はもとより、校外における研究等諸活

動においても第一級の成果を期し努力しなければなりません。また、その成果は、本校の使命

の達成と併せて学園の将来の発展に結び付かねばなりません。 

 

３ 本校の教育改革について 

① 本校は従来の教育課程や教育システムを見直し、「自ら問題を発見し、解決する」創造型人材

を育成するため、他の高等専門学校では類をみない「ハンズオン(ものづくり)教育」を教育の

根幹とする斬新な教育実践を展開しています。学生が中心、主役となる教育環境、教育システ

ムの創生に教員の積極的な参加、取り組みを強く要請します。 

 

 

附 則 

 この規定は平成７年４月１日から施行する。 

 

 

 
 
 
 

（出典 「金沢工業高等専門学校関係規則集」P.83）
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・本校専任の事務職員は少数ですが、学園が設置運営する教育支援機構の事務職員や技術職員の支援

や本校が採用するＴＡやＳＡによって本校の教育課程の運営は適切に行われていると考えています。 

・英語教員、英語圏出身の専門科目担当教員、特にネイティブ・スピーカーの配置が充実しており、

本校が教育の実践目標として掲げている「『英語教育』のさらなる向上」及び「技術のグローバル化

への対応に」向けて、教員組織の充実を推進しています。 

・「『英語教育』のさらなる向上」を推進するために、15名程度の少人数による英語教育を可能とする

教員組織体制が構築されています。また、工学と英語の融合を推進するため、専門工学科に２名の

英語圏出身のネイティブ教員を配置しています。 
・毎年実施される校長と各教員との面談によって、校長は、各教員から提出された報告書や授業アン

ケート等を踏まえて必要な改善点を指摘し、方針を全教員個々に伝えることができます。また、校

長は、各教員の現状や思いを十分に把握することができます。 

 

〔改善点〕 

・教員の評価とその改善に関する指導に校長の負担が大きく､また多くの点が校長に依存されており､

改善する必要があると考えています。 

 

〔教育及び研究体制全般に対する評価〕 

一部の専門科目については、より実務的な教員の補充によりその充実を目指すこととしていますが、

現在、一般科目及び専門科目の教員の配置は、適切に行われており、特に、英語教育に関する教員が

充実していると考えています。教員の年齢構成には一部不均衡が見られることから、均衡化を推進し

ています。なお、斬新的なものづくり教育技法の導入・独自化と成案の推進のためには、若年のネイ

ティブ教員が必要であるため、当面の一部不均衡はやむを得ないものと考えています。また、教員に

対する学位取得や留学を含むキャリアアップのための支援など、教員組織の活動を活性化するための

措置が講じられています。 
教員の採用基準や昇格基準は、「教員任用基準」及び「教員昇任基準」として定められています。 
教員の教育活動に関する定期的な評価としては、各教員による「教育の抱負及び実施に関する報告 
書」の提出、それに基づく校長の評価、校長との面談、各教員の次年度の計画立案に関する｢教育改善

への取り組みと今年度の目標｣の作成、｢ＫＴＣ総合アンケート｣や学生の「授業アンケート」の実施な

どを行っており、校長が教員の活動を把握・評価するシステムが整備され、機能しています。 
事務職員や技術職員等による教育支援の体制も学園が設置運営する教育支援機構の事務職員、技術 

職員によって適切な支援が行われています。 
〔改善点〕 
教員の配置状況、教員の採用及び昇格の方法、教員の教育活動を評価する体制、及び事務職員、技 

術職員等の教育支援者の配置の状況を総合的に判断すれば、現時点において相応であると考えていま

すが、アンケートの有意性評価及び評価とその改善に関する指導に校長の負担が大きく､また多くの点

が校長に依存されており､改善する必要があると考えています。 

 

 

 

 


